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免震・制振による建物改修
令和 6 年 1 月 15 日に政府地震調査研究推進本部が公表した主な海溝型地震の評価結果によると、今後 30 年の間

に南海トラフ地震（M8～9）が発生する確率は 70～80％、宮城県沖などでは M7 級の大地震が 30 年以内に 90％
の確率で起きるとされています。さらに、令和 4 年 5 月の東京都防災会議では首都直下地震（M7）が発生する確率
は約 70％と公表しており、より一層、大地震への対策はわが国における持続的社会の形成に向けた最重要課題のひ
とつとされています。

建物に関する主な対策は、耐震・免震・制振の技術を導入することが基本となりますが、近年では工事を実施する
際には多くの点に配慮することが求められています。改修工事に関していえば、既存建物の使いながら工事の実施を
はじめ、環境配慮や歴史的価値を有する意匠を守るといったことも重要なポイントと認識されてきています。これら
に配慮していく際に多く用いられているのが免震改修であり、事業継続性の確保においても有効であるため様々な用
途の建物に採用されています。建物所有者や利用者の安心・安全を確保するだけではなく、建物の価値を守り、ある
いは高める地震対策は建物のロングライフ化において重要なことであるといえます。

そこで、さまざまな用途での免震・制振による建物改修について特集しましたので、今後の地震対策における設計・
企画の参考となれば幸いです。
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